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⾦属ナノ構造に光を照射すると、表⾯プラズモンが励起され、その緩和過程において、⾦属中

でホットキャリアが⽣成される。⽣成されたホットキャリアは、⾦属表⾯に吸着・結合した化合

物の酸化還元反応を誘起する。⾦属表⾯の化合物の化学変化は、表⾯増強ラマン散乱（SERS）

により観察することができる。これまで、化学変化の励起光強度依存性や飽和炭化⽔素 1,2、フッ

素系ポリマーの化学変化について調べてきた。本研究では、可視光から近⾚外にわたる複数のレ

ーザーを⽤いて SERS 計測を⾏い、その SERS スペクトルを解析することにより、ホットキャリ

アの⽣成と励起波⻑との関係を定量的に評価した。 

⽔中油滴型エマルションを利⽤して、ヘキサン-⽔界⾯に銀ナノ粒⼦（30 nm）が並んだ２次元

銀ナノ粒⼦アレイを作製し、SERS 活性基板として⽤いた。この基板のプラズモン共鳴波⻑は、

励起波⻑（532, 671, 785 nm）に調整した。ここでは、プラズモン誘起化学反応によってジメル

カプトアゾベンゼン（DMAB）に変化することが知

られている、パラアミノチオフェノール（p-ATP）

を⽤いた。 

Figure に励起レーザー波⻑としてそれぞれ 532 

nm、671 nm、785 nm を⽤いて測定した SERS スペ

クトルを⽰す。⽮印で⽰すピークは DMAB に帰属

できるものである。励起レーザー波⻑が⻑いほど、

その反応レートが著しく低下する様⼦が観測され

た。発表では、各波⻑における SERS スペクトルの

時間変化について、詳細に報告する。 
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Figure. SERS spectra measured by different 
excitation wavelength, intensity, and exposure 
time. 532 nm (340 W/mm2, 40 s, broken), 671 
nm (1180 W/mm2, 5 s, dotted), 785 nm (3370 
W/mm2, 20 s, solid). 
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